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備考 1. この 正誤 票 は， 第 1 刷に 対する ものです。 

2. この 規格に ついての 意見 又は 質問 は， 工業技術 院 標準 部 材料 规格課 （添 100 東 
京都 千代 田 区 霞が関 1 丁目 3 — 1) へ 連 格して く ださい。 

1995.7 日本規格協会 発行 
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建築物の 木造 部分の 防火 試験 方法 A 1 30 1 匪 

Method of lire test tor wooden structural parts of buildings 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 建築物の 壁 '柱 • はり • 床 (天井 を 含む。） などの 木造 部分の 防火 試験 方法に ついて 規定 

する。 

備考 1. 6. に 規定す る 衝撃 試験 又は 7. に 規定す る 注水 試験 は， 必要に応じて 行う。 

2. この 試験に 合格した 構造 は， 次に 示す 区分に よって 表示す る。 

加熱 試験の 級 別 1 級， 2 級， 3 級 

.，. 「衝撃 試験 S 
その他の 試験の 有無 

ス 注水 試験 W 

記号 例 ： 2 級 SW-2 級 加熱 試験に 合格し， 衝撃 試験と 注水 試験に も 合格した もの。 

3. この 規格の 引用 規格 を， 次に 示す。 
JIS C 1602 熱電対 

4. この 規格の 中で { } を 付けて 示して ある 単位 及び 数値 は， 従来 単位に よる ものであって， 参考 値で あ 
る。 

2. 試験 体 

2.1 試験 体 は， その 構造 を 実際の ものと 同一に 製作し， 部分に よって 防火 力に 差が ある 場合 は， 防火 上 弱点と 思わ 
れる 部分 を 含ませる。 

2.2 試験 体の 試験 面の 標準の 大きさ は， 表 1 のとお りと する。 



表 1 



試験 体の 種類 


大きさ 


壁， 床 


180X180 


以上 


柱 


長さ 180 C] 


11 以上 （断面 は 実際の ものに よる。） 


はり 


長さ 180 C 


11 以上 （断面 は 実際の ものに よる。） 



2.3 試験 体 は， 気 乾 状態になる まで 乾燥させる。 

3. 加熱 炉 

3.1 加熱 炉は， 4 . に 示す 温度の 時間 的 変化 を 試験 面の 全面に ほぼ 一様に 与えられる ような ものと する。 

3.2 加熱 炉の 熱源 は， 直接 試験 面に 十分に 達する ことができる ような 石炭 ガス 炎 • 重油 炎 • その他の 適当な 火炎と 

する。 

3.3 試験 体 取 付 用 枠 は， 耐熱性の ものと し， 試験 面 を 所定の 位置に 保持で きる ような 構造の ものと する。 
3.4 壁 は， 鉛直 位置で 片面から， 柱 は 同じく 四周から， はり 及び 床 は， 水平 位置で 下方から 加熱す る。 

4. 加熱 等級 加熱 温度 は， 表 2 及び 付図 1 の 標準 曲線に よる ものと し， 加熱 温度に よって 1 級， 2 級 及び 3 級と する。 
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表 2 加熱 試験 温度 単位 。c 
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1 級 加熱 


100 


150 


260 


410 


660 


910 


1060 


1 120 


1 120 


1090 


1010 


920 


850 


780 


2 級 加熱 


75 


120 


190 


310 


500 


680 


790 


840 


840 


820 


760 


690 


640 


585 


3 級 加熱 


25 


55 


100 


180 


300 


410 


500 


550 


550 


525 


490 


450 


400 


365 




\ 経過 時間 
\ (min) 
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1 級 加熱 


720 


660 


610 


560 


530 


480 


450 


410 


380 


350 


320 


290 


260 


230 


200 


2 級 加熱 


540 


495 


460 


420 


395 


360 


340 


310 


285 


260 


240 


220 


195 


175 


150 


3 級 加熱 


330 


305 


280 


260 


240 


225 


210 


190 


175 


160 


150 


140 


125 


110 


100 



備考 2 分 目まで は， 常温から 漸増させる。 



5. 加熱 試験 

5.1 試験 面の 周囲 は， 火炎 を 遮断す る ことができる 材料で 覆い， 周囲が すいて 試験 面 以外が 燃焼す るお それが ある 
場合 は， 周囲に 石綿 その他の もの を 充てん するな ど， 適当に 処理して 加熱す る。 

5.2 加熱 温度 1 ま， JIS C 1602 に 定める 0.75 級 以上の 性質 を もつ 径 1 mm の CA 熱電対に よって 測定す る。 
5.3 標準 温度 を 測定す る 熱 接点 は， 付図 2 のよう に 壁 及び 柱に あって は 試験 面の 中心 及び 上端に 近い 部分の 2 か 所， 
はりに あって は 各面の 中心， 床に あって は 試験 面の 中心 及び 左右の 3 か 所， その 平均 温度 を 4, に 規定した 標準 曲線に 
沿わせる ようにす る。 

熱 接点の 設置 方法 は， 付図 3 のよ う に モルタル 表面 温度で 測定す るよ う に 設置す る。 

加熱 温度の 測定 は， 1 分 ごとに 行う。 
5.4 表面 温度 を 付図 3 以外の 方法で 測定す る 場合に は， あらかじめ 付図 3 に 規定す る モルタル 表面に 熱 接点 を 設け 
て， 規定の 温度 を 示す 加熱 条件 を 付図 4[( a) 又は （b)] に 示す 方法で 測定して おき， これ を その 加熱 炉の 加熱 特性 温 
度と して， 標準 温度に 代えて 付図 4 の 方法で 測定す る ことができる。 

5.5 防火 被覆 材料の 裏面の 温度 (継目 を 含む。 以下， 裏面 温度と いう。） は， JIS C 1602 に 定める 0.75 級 以上の 性能 
を もつ 径 0.6 5 mm の CA 又は CC 熱電対の 熱 接点 を 付図 2 のように 配置し， これ を 10X10 cm 以上， 厚さ 1 cm の 気 乾 状 
態の すぎ 材で 密着す るよう に 覆って 測定す る [付図 3(b)]。 ただし， 被覆 材の 裏に ある 木材で 前記の 覆いの 板 を 代用 
させる こ とがで き る。 

なお， 弱点 を 含ませた 場合 は， その 部分の 裏面 温度 も 測定す る。 
5.6 次に規定するメが0.9/^以下又は1.170^上の場合は， 試験 回数に は 算入し ない。 ただし， メが1.17^^乂上で5.7の 
規定に合格の場合又は0.97^以下で不合格の場合は， それぞれ 合格 又は 不合格と する。 

A ： 実施した 加熱 時間 温度 曲線と 260 て 線との 囲む 面積 (単位 100 て 分)。 

K ： 付図 1 に 示す 標準 曲線 上の」 に 対応す る 面積で 表 3 のとお り とする。 
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表 3 単位 100 。C 分 



加熱 級 別 


1 級 加熱 


2 級 加熱 


3 級 加熱 


加熱 時間 温度 面積 


96 


56 


19 



備考 試験 を 実施した 加熱 温度の 加熱 時間 温度 面積が 表 3 に 規定した 値 



に 比し 誤差が ある 場合に は， 実施した 防火 被覆 材料の 厚さに/! 

を 乗じた 厚さの 試験 体 を 試験した ものと して， 結果 を 考察す 
る。 

5.7 加熱 試験の 結果， 試験 体が 次の 条件に 適合す る もの を 合格と する。 

(1) 防火 上 有害と 認められる 変形， 破壊 • 脱落 などの 変化 を 生じない こと。 

備考 局部 的な 爆裂で 表層の はく 離に とどまる もの 及び 積 層 材料で 加熱 側が 一部 爆裂， 大き 裂， はく 離， 脱落 
など を 生じても， 裏面 側 材料 又はし ん材 が， これらに 該当し ない もの は 合格と する。 

(2) 裏面に おいて 発 炎がない こと。 

(3) 試験 終了後 30 秒 以上の 残 炎が なく， 力つ， 5 分 以上 火気が 残存し ない こと。 

(4) 裏面 温度 力 ^60 て を 超えない こと。 ただし， 装着 金物な どの 接触に よる 局部 的な 木材 部分に ついては， 実際の 
着火がなければ よい。 

(5) 木 毛セメ ント板 • 石こう ボー ド などで は， 裏面に 達する 着火がない こと。 

6. 衝擊自 加熱し ない 試験 体 を 平らな 所に， 表 を 上に して 水平に 置き， これに 付図 5 に 示す 質量 1 kg のな す 形お 
もり を 高さ 1.5 m から 試験 体の 弱点 部に 落として， 裏面に 達する 穴の あかない もの を 合格と する。 

7. 注水 5. の 試験 方法に よって 10 分まで 加熱した 試験 体に， 加熱 直後 表面に 対して 4 5 度の 角度で， 直ちに 距離 
5 m で 筒先 口径 12.7 mm, 筒先 圧力 137. 2 kPa{1.4 kgf/cm 2 } の 注水 を 試験 面の ほぼ 中央部に 1 分 間 行い， 甚だしい 破 
損， 欠落の ない もの を 合格と する。 

備考 従来 単位の 試験機 又は 計測 器 を 用いて 試験す る 場合の 国際 単位 系 (SI) による 数値への 換算 は， 次に よる。 

1 kgf=9,80 N 

8. 判定 及び 報告 

8.1 5. 及び 6. の 試験 回数 は 3 回と し， 各回と も 全部の 試験に 合格し なければ ならない。 
8.2 6. 及び 7. の 試験 回数 は 2 回と し， 各回と も 試験に 合格し なければ ならない。 

8.3 試験 結果の 報告書に は， 構造 種類の 名称， 試験 体の 形状 • 寸法， 材料 (品質 を 含む。）， 加熱 等級， 加熱 温度， 
裏面 温度と その 測定 位置， 防火 上 重要な 観察 事項， 結果の 判定と その 理由， 燃料 消費量， 試験期間， 試験機 関 及び 試 
験 担当者 名 を 記載す る。 
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7. 

JIS A 130 ト 1994 

建築物の 木造 部分の 防火 試験 方法 解説 

この 解説 は， 本体に 規定した 事柄 及び これに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 

I. 今回の 改正に ついて 今回の 改正 は，" 日本工業規格 における 国際 単位 系 （SI) の 導入の 方針に ついて" （第 399 回 
日本 工業 標準 調査 会 標準 会議 議決） （平成 2 年 6 月 1 日） に 基づき， 国際 単位 系 (SI) を 採用す る こと 及び JIS Z 8301 ( 規 

格 票の 様式） によって 項目 配列 順序， 用語， 字句な ど を 修正した ことで ある。 

この 改正案 は， 日本 工業 標準 調査 会 建築 部会 (部会 長 岸 谷 孝 一 日本 大学教授） において 審議， 議決され た。 
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